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□
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□
□
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□
□
□
□
□
□

本
年
も
県
が
提
唱
し
て
い
る

「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
県
民
運
動
」
に
連

動
し
て
六
月
一
日
（
日
）
に
清

掃
登
山
を
実
施
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
晴

天
の
中
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の

参
加
は
埼
玉
労
山
三
十
団
体
の

内
二
十
二
団
体
（
前
年
二
十
二

団
体
）
、
会
員
六
百
三
名
の
内

二
百
四
十
名
（
前
年
二
百
六
名
）

で
、
ゴ
ミ
回
収
量
は
総
計
百
七

十
二
ｋ
ｇ
（
前
年
二
百
五
ｋ
ｇ
）

で
あ
っ
た
。
参
加
団
体
数
は
前

年
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
参
加

者
は
前
年
比
百
十
七
％
で
会
員

の
意
識
高
揚
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

清
掃
登
山
は
県
下
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
（
西
部
・
南
部
・

中
部
・
北
部
）
に
清
掃
対
象
山

域
を
分
け
て
行
動
し
た
。

ゴ
ミ
回
収
量
は
前
年
比
八

十
三
％
で
登
山
者
の
モ
ラ
ル
向

上
か
年
々
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
ゴ
ミ
の
放
置
場
所

は
登
山
道
か
ら
離
れ
た
坂
等
に

あ
り
回
収
作
業
に
手
間
取
る
場

面
が
あ
っ
た
。

本
年
も
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

用
に
作
製
さ
れ
た
ノ
ボ
リ
や
腕

章
・
ゼ
ッ
ケ
ン
を
見
せ
て
登
山

中
に
出
会
っ
た
一
般
登
山
者
に

啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
団
体
も
あ

っ
た
。
逆
に
、
ゴ
ミ
回
収
中
に

ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
ゴ
ミ
袋
を
み

て
地
元
主
催
の
マ
ラ
ソ
ン
の
参

加
者
か
ら
激
励
の
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
今
回
、
参
加
団
体
の
中

に
は
ゴ
ミ
回
収
だ
け
で
な
く
、

登
山
道
の
水
場
の
水
質
を
調
査

し
た
り
、
植
生
調
査
や
飛
来
し

て
い
る
蝶
の
学
習
を
す
る
等
自

然
保
護
活
動
や
環
境
問
題
に
取

り
組
む
団
体
も
あ
っ
た
。

今
後
も
こ
の
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
の
意
義
徹
底
に
よ
る
参
加

者
の
拡
大
と
一
般
登
山
者
へ
の

更
な
る
啓
蒙
活
動
と
共
に
労
山

の
「
自
然
保
護
憲
章
」
に
謳
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
水
質
・
土
壌
調
査
や
生
態

系
の
観
察
等
自
然
保
護
や
環
境

問
題
に
つ
い
て
各
団
体
・
ブ
ロ

ッ
ク
で
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
具

体
的
な
活
動
を
一
歩
ず
つ
取
り

組

ま

れ

る
こ

と

を

望

み

ま

す
！
！
！

自
然
保
護
担
当

杉
江

勲

[

南
部
ブ
ロ
ッ
ク]

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
は
外
秩
父
・
丸
山
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
西

武
秩
父
線
・
芦
ヶ
久
保
駅
に
集

合
、
暑
い
く
ら
い
の
好
天
気
で

参
加
者
は
総
勢
三
十
九
名
で
し

た
。
準
備
体
操
や
ゴ
ミ
袋
の
配

布
を
し
た
後
、
九
時
二
十
分
に

出
発
し
、
コ
ー
ラ
ス
広
場
、
高

篠
分
岐
を
通
っ
て
、
丸
山
に
向

か
い
ま
し
た
。

丸
山
ま
で
の
コ
ー
ス
は
ゴ
ミ
の

散
乱
は
少
な
く
、
と
て
も
綺
麗

な
状
況
で
し
た
。
丸
山
で
は
各

会
で
共
同
食
で
の
昼
食
と
な
り

ま
し
た
。

午
後
は
県
民
の
森
・
森
林
学
習

館
、
木
の
子
茶
屋
琴
平
神
社
か

ら
札
所
六
番
・
卜
雲
寺
～
七

番
・
法
長
寺
～
九
番
・
明
智
寺

と
辿
り
横
瀬
駅
ま
で
の
コ
ー
ス

で
し
た
。
横
瀬
駅
前
で
ゴ
ミ
の

分
別
と
計
量
を
行
い
全
体
で
十

二
袋
、
三
十
六
㎏
あ
り
ま
し
た
。

集
め
た
ゴ
ミ
は
横
瀬
町
役
場
へ

持
ち
込
み
、
処
理
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
果

樹
公
園
や
民
家
が
あ
る
た
め
か
、

全
体
的
に
ゴ
ミ
の
散
乱
は
少
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

横
瀬
駅
で
の
解
散
は
十
七
時
近

く
に
な
り
、
皆
さ
ん
長
い
コ
ー

ス
で
疲
れ
た
の
か
、
温
泉
は
諦

め
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
お

疲
れ
様
で
し
た
！

三
郷
山
の
会

八
木
原
（
記
）

[

西
部
ブ
ロ
ッ
ク]

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ
（
十
一
人

参
加
。
）

寺
澤

コ
ー
ス
は
吾
野
駅
↓
東
郷
神
社

↓
小
床
峠
↓
イ
モ
リ
山
↓
森
坂

峠
↓
西
吾
野
駅
で
す
。

吾
野
駅
か
ら
神
社
入
り
口
ま
で

の
間
は
、
ビ
ニ
ー
ル
類
や
ビ
ー

ル
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
の

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
山
の
中
は
ゴ
ミ
が
ほ
と
ん

ど
無
く
、
探
さ
な
け
れ
ば
見
つ

け
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
フ
タ
リ
シ
ズ

カ
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
と
て

も
い
い
気
分
で
鑑
賞
で
き
ま
し

た
。
ゴ
ミ
の
量
は
缶
類
レ
ジ
袋

一
つ
、
可
燃
物
レ
ジ
袋
一
つ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
本
で
し
た
。

新
座
山
の
会

久
保

典
子

会
で
は
Ｐ
Ｒ
も
考
え
、
腕
章
と

会
の
ブ
ル
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

着
で
参
加
し
ま
し
た
。
二
十
三

名
の
集
団
移
動
は
、
往
復
の
電

車
や
登
山
道
か
ら
「
ご
く
ろ
う

さ
ま
」
と
、
嬉
し
い
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
等
、
効
果
抜
群
。

ま
た
、
感
心
し
た
の
は
、
会
の

先
輩
方
は
吾
野
駅
か
ら
顔
振
峠

に
着
く
ま
で
に
、
三
つ
四
つ
の

ゴ
ミ
袋
を
両
手
に
持
ち
、
さ
ら

に
四
時
間
近
く
歩
き
、
西
吾
野

駅
に
到
着
し
た
事
で
し
た
。
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で
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道
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遭
難
防
止
・
安
全
教
育

委
員
会
報
告

担
当
理
事
：
若
木
、
徳
重
、
尾

手
、
長
谷
川

六
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
十
二
時

大
宮
・
さ
い
た
ま
市
民
会
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
：
十
五
団
体
、
理
事
十

四
名
、
委
員
十
七
名
、
宮
崎
氏

（
登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め
）
計

三
十
二
名
。

１

登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め

宮
崎
氏
よ
り
四
月
五
日
～
五
月

二
十
五
日
に
米
国
ア
ラ
ス
カ
に

て
山
行
中
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、
カ

シ
ン
リ
ッ
ジ
登
攀
中
に
遭
難
事

故
に
遭
わ
れ
た
登
攀
ク
ラ
ブ
岩

つ
ば
め
山
田
達
郎
氏
の
事
故
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
集

作
成
に
向
け
て
六
団
体
十
件
よ

り
提
出
さ
れ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

報
告
書
か
ら
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン

ク
ラ
ブ
よ
り
提
出
さ
れ
た
南
ア

ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
で
の
出
来
事
、

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
上
里
よ
り

提
出
さ
れ
た
八
海
山
で
の
出
来

事
二
件
、
計
三
件
を
埼
玉
県
連

救
助
隊
長
徳
重
氏
に
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
も
ら
い
提
出
者
よ
り

計
画
、
状
況
、
行
動
中
で
の
出

来
事
を
説
明
し
て
も
ら
い
各
委

員
よ
り
意
見
を
出
し
合
い
議
論

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
各
委
員
よ
り
体
調

不
良
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足
、

行
動
遅
れ
、
時
間
の
遅
れ
、
断

れ
な
い
リ
ー
ダ
ー
、
夏
の
山
行

中
の
水
分
補
給
、
ス
リ
ン
グ
、

カ
ラ
ビ
ナ
、
ロ
ー
プ
の
使
用
方

法
を
熟
知
、
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
委
員

会
で
は
今
回
の
試
み
は
初
め
て

な
の
で
こ
れ
ら
を
も
と
に
遭
難

原
因
、
登
山
行
動
の
問
題
点
を

含
め
た
評
価
を
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

報
告
集
に
作
成
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
は
適
宜
、

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
委
員
会

ま
で
提
出
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
0
0
8
.
0
6
.
3
0

遭
難
防
止
・
安
全

教
育
委
員
会

第
一
回
評
議
会
報
告

六
月
二
十
二
日
（
日
）

午
後
一
時
～

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

[

議
題]

�

五
月
十
六
日
全
国
連
盟
会

議
報
告

労
山
新
総
合
戦
略
に
つ
い
て

�

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
報
告

�

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担

当
者
会
議
報
告

�

四
十
周
年
機
関
紙
配
布

�

女
性
委
員
会
交
流
集
会

�

年
間
事
業
予
定

〔
経
験
交
流
集
会
〕

第
二
部
と
し
て
栃
木
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
『
野
木
山
想
会
』
会

長
、
事
務
局
長
を
招
き
、
会
の

組
織
の
現
状
、
運
営
方
法
、
活

動
状
況
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

設
立
は
一
九
八
八
年
六
十
名
か

ら
始
ま
り
現
在
は
百
五
十
名
。

（
平
均
年
齢
６
０
、
８
５
歳
）

山
行
回
数
も
現
在
で
は
例
会
山

行
が
十
二
回
か
ら
百
五
十
六
回

と
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
会
の
基
本
方
針
は
「
み

ん
な
で
創
る
野
木
山
想
会
」「
一

人
一
役
」
、
自
然
を
大
切
に
「
安

全
で
楽
し
く
豊
か
な
山
行
」
を

目
指
し
て
、
会
員
間
で
は
「
気

配
り
」
、
「
思
い
や
り
」
を
大

切
に
し
あ
い
、
落
伍
者
を
作
ら

な
い
、
弱
い
人
を
助
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

山
想
会
で
は
ラ
ン
ク
制
を
採
用

し
山
を
設
定
、
会
員
に
も
基
本

的
に
自
己
申
告
で
設
定
し
、
上

ラ
ン
ク
者
に
対
し
て
は
講
師
、

ア
シ
ス
ト
な
ど
の
協
力
要
請
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
習
会

や
学
習
会
な
ど
研
修
シ
ス
テ
ム

が
確
立
し
て
い
ま
す
。

会
員
拡
大
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
・
勧
誘
の
チ
ラ
シ
配

備
・
公
開
ハ
イ
キ
ン
グ
等
を
行

い
、
会
の
総
合
力
向
上
と
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会

員
に
は
入
会
時
に
名
刺
・
ワ
ッ

ペ
ン
が
配
布
さ
れ
、
他
の
登
山

者
へ
会
の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ピ
ー
ル
も

し
て
い
る
そ
う
で
、
貴
重
な
話

を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
の

方
も
今
後
に
多
く
の
参
考
と
な

っ
た
経
験
交
流
集
会
で
し
た
。

懇
親
会
に
も
多
く
の
方
が
出
席

さ
れ
話
が
つ
き
な
く
遅
い
時
間

ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
三
役
は
も
と
よ
り
運
営

委
員
や
中
心
に
携
わ
る
方
の
積

極
的
な
活
動
や
努
力
も
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

第
４
回
理
事
会
報
告

六
月
二
十
五
日
（
水
）

市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
駅

パ
ル
コ
９
Ｆ
）
で
理
事
十
三

名
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
参
加

記
録
：
杉
江

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告
・

計
画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】

・
七
月
十
二
日
（
土
）

十
三
：
〇
〇
～
十
八
：
〇
〇

全
国
連
盟
事
務
所
で
「
第
３
回

労
山
中
央
登
山
学
校

指
導
者

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
。
参
加
を
。

【
事
務
局
】
・
上
福
岡
山
な
み

Ｈ
Ｃ
か
ら
労
山
カ
ー
ド
申
請

（
８
名
分
）
有
り
。

・
事
故
一
報
：
岩
つ
ば
め
か
ら

２
件
・
・
・
①
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

②
廻
目
平

・
次
回
三
役
会
議
：
７
月
３
日

（
木
）

【
財
政
】

・
連
盟
費
２

３
団
体
入
金
済
み
（
内
１
３
団

体
年
間
分
入
金
）

【
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
】
・
実
務
担

当
依
頼
文
書
を
作
成
し
た
。

【
女
性
委
員
会
】

・
全
国
女
性

担
当
者
会
議
：6

/
2
8

～2
9

・
・
・

長
谷
川
、
廣
岡
理
事
参
加
。

・
第
十
回
東
日
本
女
性
登
山
交

流
集
会
（1

0
/
1
1

～1
2

、
岩
手
・

雫
石
）
の
案
内
を
次
号
の
機
関

紙
に
掲
載
す
る
。

【
救
助
隊
】
・6

/
1
6

役
員
会
開

催
・
・
・
隊
員
十
名
＋
今
井
前

隊
長
・
佐
藤
副
理
事
長
参
加
、

・7
/
1
4

机
上
学
習
（1

9
:
0
0

～2
1
:
3
0

、
労
働
会
館
）

7
/
2
6

～2
7

実
技
訓
練

【
登
山
学
校
】
・6

/
3
0

運
営
委

員
会
・7/

5

「
登
山
と
運
動
生
理
」

机
上
、

7
/
6

「
登
山
と
運
動

生
理
」
実
技

【
岩
ネ
ッ
ト
】
・7

/
1
3

日
和
田

山
岩
場

高
麗
駅
９
時
集
合

ブ

ロ

ッ

ク

会

議

・

次

回

会

合
・
・
・
西
部9

/
1
1

、

南
部

7
/
1
7

、

中
部9

/
1
7

[

議
題]

１
．
第
１
回
評
議
会
（6

/
2
2

1
3
:
0
0

よ
り
）
の
総
括
に
つ
い

て
○
経
験
交
流
集
会
：
野
木
山

想
会
（
栃
木
）
の
会
長
・
事
務

局
長
か
ら
①
会
の
組
織
の
現

状
・
運
営
方
法
、
②
会
の
活
性

化
と
会
員
拡
大
等
の
報
告
に
つ

い
て各
理
事
・
・
・
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
の
で
、
各
会
で
ヒ
ン

ト
に
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
事

を
確
認
し
た
。

２
．
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担

当
者
会
議
（6

/
2
2
1
0
:
0
0

よ
り
）

の
総
括
に
つ
い
て

・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
事
故
報
告
に

つ
い
て
：
埼
玉
労
山
の
機
関
紙

に
も
掲
載
す
る
。

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
に
つ
い

て
：
提
出
さ
れ
た
１
０
事
例
の

う
ち
３
事
例
を
当
日
意
見
交
換

し
た
が
有
意
義
で
あ
っ
た
。
今

後
、
資
料
の
取
扱
や
進
め
方
を

検
討
す
る
。

３
．
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流

集
会
に
つ
い
て

・
日
時
・
場
所
：
〇
八
年
九
月

六
日
（
土
）
～
七
日
（
日
）

秩

父
吉
田
・
元
気
村

・
早
急
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
県

連
宛
に
案
内
文
書
を
送
付
し
て

出
席
者
の
確
認
を
す
る
。

４
．
そ
の
他

・
年
２
回
開
催
す
る
評
議
会
の

位
置
づ
け(

日
時
、
内
容
等
）
を

検
討
す
る
。
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救
助
隊
だ
よ
り

「
埼
玉
労
山
救
助
隊
っ
て
何

だ
？
」
と
思
わ
れ
る
方
へ
。
今

回
は
救
助
隊
活
動
の
も
う
一
つ

の
柱
、
遭
難
防
止
と
セ
ル
フ
レ

ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
で
す
。

遭
難
事
故
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
と
人
間
が
自
然
の
中
の

危
険
・
不
安
定
要
素
を
感
じ
た

り
、
予
測
し
た
り
す
る
能
力
が

脆
弱
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
救
助
隊

は
、
こ
れ
ら
を
遭
難
防
止
安
全

教
育
委
員
会
・
登
山
学
校
と
連

携
し
な
が
ら
啓
発
活
動
し
て
い

き
た
い
と
行
動
し
て
い
ま
す
。

救
助
隊
員
が
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ

ー
の
方
法
を
確
実
に
学
び
、
会

員
の
皆
さ
ん
に
正
確
に
伝
え
る
。

こ
ん
な
活
動
も
重
要
で
す
。
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
基
本
は
、

今
あ
る
ピ
ン
チ
を
そ
れ
以
上
拡

大
し
な
い
、
で
き
れ
ば
安
全
な

方
向
へ
仕
向
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
登
山
中
メ
ン
バ
ー

の
一
人
が
発
熱
疲
労
で
行
動
不

能
と
な
り
ま
し
た
。
悪
天
候
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
べ
ず
。
こ
ん

な
時
、
ツ
エ
ル
ト
・
コ
ン
ロ
・

小
コ
ッ
フ
ェ
ル
・
水
・
非
常
食

が
有
れ
ば
ビ
バ
ー
ク
態
勢
が
と

れ
ま
す
。
そ
し
て
遭
難
者
を
保

温
、
あ
た
た
か
い
飲
み
物
を
与

え
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
薬
品
の
投
与
に
つ
い
て

は
本
人
の
判
断
に
任
せ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
問
い
か
け
ま
す
。「
こ

の
状
況
下
で
、
あ
な
た
は
遭
難

者
を
背
負
い
、
３
時
間
行
動
す

る
体
力
・
技
術
・
勇
気
が
あ
り

ま
す
か
？
」
ま
た
、
ハ
イ
カ
ー

で
も
登
山
者
で
も
、
二
子
山
・

妙
義
山
・
槍
ヶ
岳
・
剣
岳
な
ど

岩
場
の
山
を
登
り
た
が
り
ま
す
。

そ
の
時
、
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
・
シ

ュ
リ
ン
ゲ
・
カ
ラ
ビ
ナ
・
補
助

ロ
ー
プ
の
使
用
を
適
切
に
こ
な

せ
れ
ば
、
安
全
性
は
格
段
に
高

ま
り
ま
す
。
ロ
ー
プ
の
結
束
は

正
確
・
確
実
に
覚
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
、

自
身
ま
た
は
メ
ン
バ
ー
に
重
大

事
故
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
書
い

て
い
る
当
人
が
ロ
ー
プ
の
結
び

を
間
違
え
て
仲
間
に
重
傷
を
負

わ
せ
て
し
ま
っ
た
事
が
有
り
ま

す
。
苦
い
経
験
で
す
。
皆
さ
ん

く
れ
ぐ
れ
も
シ
ン
プ
ル
な
結
び

方
を
確
実
に
覚
え
、
適
切
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

「
山
仲
間
が
困
っ
て
い
た

ら
、
助
け
た
い
。
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
を
習
い
、
よ
り
安
全
登

山
を
し
た
い
。
」
心
あ
る
あ
な

た
へ
、
埼
玉
労
山
救
助
隊
へ
入

隊
を
勧
め
ま
す
。

随
時
募
集
。

問
い
合
わ
せ
先
：

若
木

℡0
9
0

‐8
8
0
4

‐4
1
8
8

長
谷
川
℡0

9
0

‐5
3
9
8

‐1
0
0
8

徳
重
理
事
記

登
山
学
校

計
画
か
ら
下
山

『
大
小
山
に
登
っ
て
』

今
日
は
、
登
山
学
校
第
一
回
目

の
実
技
講
習
で
す
。
天
気
予
報

も
午
後
か
ら
雨
マ
ー
ク
で
し
た

が
青
空
の
下
を
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
て
元
気

も
で
ま
し
た
。
栃
木
駅
で
両
毛

線
に
乗
り
換
え
る
と
、
大
宮
集

合
の
皆
様
と
合
流
で
き
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
富
田
駅
か
ら
は
、

一
班
５
～
６
人
の
編
成
で
３
班

に
分
か
れ
て
の
行
動
で
し
た
。

出
発
前
に
班
長
か
ら
、
地
形
図

と
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
に
つ
い

て
指
導
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
手

に
す
る
の
も
使
う
の
も
初
め

て
」
何
と
な
く
納
得
し
た
感
じ

で
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス
を
手
に

十
時
十
分
に
歩
き
始
め
ま
し
た
。

途
中
で
、
頂
上
付
近
の
岩
場
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
大
小
山
の
シ

ン
ボ
ル
大
と
小
の
文
字
が
望
め

ま
し
た
。

阿
夫
利
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

大
天
狗
の
大
、
小
天
狗
の
小
の

文
字
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
私

も
安
全
を
願
い
ま
し
た
。
大
小

山
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
急
斜
面

の
岩
場
あ
り
、
ロ
ー
プ
や
鎖
場

あ
り
と
変
化
に
富
ん
で
い
て
楽

し
か
っ
た
反
面
、
気
が
ぬ
け
ず

緊
張
も
し
ま
し
た
。
ま
た
山
頂

か
ら
の
展
望
も
よ
く
関
東
平
野

の
水
田
を
十
分
堪
能
し
ま
し
た
。

前
日
に
受
け
た
学
習
、
登
山
道

の
状
況
に
応
じ
た
歩
行
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

帰
り
の
電
車
内
も
最
高
で
し
た
。

ビ
ー
ル
、
お
つ
ま
み
を
手
に
話

が
尽
き
ず
笑
い
通
し
で
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

三
郷
山
の
会

佐
藤
幸
子

全
国
女
性
担
当
者
会
議
報
告

六
月
二
十
八
日(

土)

～
二

十
九
日(

日)

の
二
日
間
に
わ
た

り
労
山
事
務
所
に
て
、
全
国
女

性
担
当
者
会
議
が
行
わ
れ
、
青

森
か
ら
沖
縄
ま
で2

3

県2
8

名
、

全
国
女
性
委
員6

名
、
川
嶋
事

務
局
長
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

埼
玉
で
は
女
性
委
員
の
廣
岡
美

恵
子
さ
ん(

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー

リ)

と
、
私
の
二
名
が
参
加
。

全
国
や
各
県
連
の
活
動
が

報
告
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習

会
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
も
と
に

検
証
を
行
な
う
な
ど
事
故
を
起

こ
さ
な
い
活
動
が
各
地
域
で
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
委
員
会
を
ど
う
続
け
た

ら
よ
い
か
」
「
若
い
人
に
ど
う

引
き
継
い
だ
ら
よ
い
か
」
な
ど

の
悩
み
も
出
さ
れ
、
「
セ
ミ
ナ

ー
を
全
国
で
展
開
し
て
い
く
」
、

小
さ
い
会
や
県
連
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
為
に
「
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
を
強
め
る
」
な
ど
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
女
性
委
員
会
作

成
の
「
こ
れ
な
ら
出
来
る(

搬
出

法
・
応
急
手
当)

」
冊
子
を
新
し

く
し
て
い
る
の
で
古
い
冊
子
は

使
用
せ
ず
、
一
冊
二
五
〇
円
で

郵
送
す
る
の
で
そ
の
つ
ど
連
絡

く
だ
さ
い
と
大
阪
府
連
の
篠
原

さ
ん
よ
り
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

十
月
に
開
催
さ
れ
る
東
日

本
女
性
登
山
交
流
集
会
の
取
組

や
、
来
年
の
プ
レ5

0

周
年
「0

9

年
女
性
の
た
め
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
学

校
」
の
企
画
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。初
め
て
沖
縄
か
ら
若
い
方

が
参
加
さ
れ
、
「
ハ
ブ
咬
傷
対

策
・
救
急
法
学
習
会
」
の
開
催

や
、
ハ
ブ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

先
頭
が
棒
を
振
り
回
し
な
が
ら

山
行
を
し
て
い
る
な
ど
地
元
な

ら
で
は
の
話
に
皆
興
味
津
々
。

と
て
も
元
気
が
貰
え
る
会
議
で

し
た
。

女
性
委
員
長

長
谷
川
貞
子

(

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ)

□
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13 期第１回

計画から下山まで
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編
集
後
記

今
年
度
に
な
っ
て
か
ら
原
稿
が

少
し
づ
つ
増
え
て
Ｂ
４
２
枚
の

月
が
目
立
つ
。
う
れ
し
い
よ
う

な
悲
し
い
よ
う
な
。
相
変
わ
ら

ず
県
連
中
央
の
報
告
が
占
め
て

い
る
の
が
…
。
埼
玉
労
山
が
積

極
的
に
活
動
し
て
い
る
証
な
の

だ
か
ら
こ
ち
ら
も
頑
張
っ
て
作

ら
な
く
っ
ち
ゃ
。

７
月
第
１
週
に
秋
田
は
森
吉
山

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
温
暖
化

の
せ
い
か
お
花
畑
の
チ
ン
グ
ル

マ
ほ
と
ん
ど
咲
き
終
わ
り
北
斜

面
に
少
し
残
っ
て
い
た
だ
け
で

し
た
。
ピ
ン
ク
の
ウ
ラ
ジ
オ
ヨ

ウ
ラ
ク
と
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
た
く

さ
ん
の
黄
色
い
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
に
は
男
の
僕
で
も
う
っ
と
り

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
北
の

初
夏
は
最
高
で
し
た
。
も
う
す

ぐ
梅
雨
も
明
け
る
か
な
？
夏
山

本
番
で
す
が
皆
さ
ん
計
画
と
行

動
は
是
非
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
！
さ
て
来
月
号
は
救
助
隊
沢

の
搬
出
訓
練
、
岩
ネ
ッ
ト
報
告
、

登
山
学
校
２
他
。
各
会
の
夏
山

会
山
行
等
も
是
非
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
８
月
は
１
日
原
稿

締
め
切
り
、
４
日
印
刷
予
定
で

頑
張
り
ま
す
。
担
当
者
の
方
、

原
稿
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
ア
オ
）

第１３６号 ２００８年 ７月１４日（月）発行 埼 玉 労 山 （４）

岩 で おうゆっくり らず きに

主催：日本勤労者山岳連盟女性委員会主管：岩手県勤労者山岳連盟

2008 年 10 月 11 日(土)～12 日（日）

� 岩手県雫石町鶯宿（おうしゅく）１０－７５－２

◆ ☎ 019-695-2311 FAX 019-695-2629 http://www2.ocn.ne.jp/~haitu33/

◆ 募集人員 100 名 (男女の性別は問いません。男性の方の参加大歓迎！)

<埼玉女性委員会計画>

10 日（金)22 時出発、13 日朝 6 時着バスで参加。

参加費 3 万 5 千円(参加費の 1 万 2 千円、バス代、12 日の昼と夕食、風呂代込み。参加人数により変更あり)

早池峰山のし尿汲み取り体験に参加します(移動が難しい為)。他のコース希望があれば相談下さい。

締め切り 8 月 10 日。

全体集会予定 10 月 11 日

講演会 午後 1 時～４時 テーマ 「女性とスポーツ環境」 石田 良恵先生 女子美術大学名誉教授

経験交流（午後４時～4 時 45 分）司会 藤元理津子 夕食と交流会 （午後 6 時～8 時 30 分）

10 月 12 日（日） 交流登山 １早池峰山 ２岩手山ピストン ３岩手山縦走 ４鞍掛山

詳しくは

連絡先 長谷川貞子(所沢 HC) TEL 090-5398-1008 E メール hasegawa-tyk@tbb.t-com.ne.jp

廣岡美恵子(ビスターリ) TEL/FAX 049-243-3445

中央登山学校第９回全国ハイキングリーダー学校

目 的： 安全にハイキングを行なう為には、多くのリーダーを養成することが求められています。多様なハイキングの

実現の為に、会員に見合う大量のハイキングリーダ－を育てる必要が有ります。ハイキングリーダー学校を修了した受講

者が講師となって地方連盟や、単位組織（会やクラブ）でハイキングリーダー養成の活動を推進することを目的としてい

ます。 参加対象は、地方連盟、クラブや会の役員及び意欲ある会員、組織外参加も可能。

参加費： ２００００円（2 泊 5 食宿泊費、資料、懇親会費、）13 日と 15 日の昼食は含まず ※日帰り参加は２０００円。

定 員： ５０名 ※（日帰りは含まず）宿泊受講者は定員になり次第締め切ります。

申込先 岡山県勤労者山岳連盟 岡山県勤労者山岳連盟・理事長

日 時： ２００８年９月１３日（土）１３時～１５日（月）14 時 2 泊３日

主 催： 日本勤労者山岳連盟（ハイキング委員会担当） 主 管： 岡山県勤労者山岳連盟

詳しくは日本勤労者山岳連盟ホームページまたは埼玉県連、各会事務局まで   （全国連ホームページより） 

みんなの歌   アルプス一万尺  原曲はアメリカ民謡、作詞者は不詳です。 

(1) アルプス一万尺 小槍の上で アルペン踊りを さあ踊りましょ 

 ※ ランラララ ラララ ランラララ ラララ  ランララララララ ランランランランラーン 

(2) お花畑で 昼寝をすれば 蝶々が飛んで来て キスをする（※ 繰り返し） 

(3) 一万尺に テントを張れば 星のランプに 手が届く（※ 繰り返し） 

(4) 槍や穂高は 隠れて見えぬ 見えぬあたりが 槍穂高（※ 繰り返し） 

(5) 命捧げて 恋するものに 何故に冷たい 岩の肌（※ 繰り返し） 

(6) 岩魚(いわな)釣る子に 山路を聞けば 雲のかなたを 竿で指す（※ 繰り返し） 

(7) ザイル担いで 穂高の山へ 明日は男の 度胸試し（※ 繰り返し） 

(8) 名残尽きない 大正池 またも見返す 穂高岳 （※ 繰り返し） 

(9) まめで逢いましょ また来年も 山で桜の 咲く頃に（※ 繰り返し） 


